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本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　春は新しい生活の始まりの季節ですね。勤務先を異動される先生方も多くいらっ
しゃることと思います。期待と緊張，不安を胸に始まる新生活ですが，この 4月は
すべての勤務医にとって大きな変化が訪れるかもしれません。いよいよ，医師の働
き方改革がスタートします。
　私が勤務する大学でも，この 2，3年はさまざまな準備が進み，勤務時間の管理，
時間外労働の概念の浸透，当直制度の廃止・各科オンコール制の導入，主治医制か
らチーム医療への移行，院内タスクシェアの推進などが行われてきました。通常の
会社勤務であれば当たり前と思われる勤務体制へと徐々に変わってきています。
「専修医は勉強させてもらっているのだから，安い賃金・長時間労働は当たり前」
とされていた私の若手医師時代を振り返りますと，現在はようやく正常化してきて
いると感じます。
　一方で，医師の応召義務との兼ね合い，長時間手術や術後管理の必要性，特に大
学勤務者は外勤なしでは生活が立ち行かない給与体系，教育・研究の位置づけ，夜
間医療体制を維持する困難さ，など，多数の医学界特有の問題が残っています。研
究や学会発表，論文執筆に関しては「自己研鑽」という何とも不思議な概念も導入
されました。都心の病院と地方の病院では，内在する問題点も大きく異なることが
容易に想像されます。
　長時間労働を余儀なくされ体調を崩し，勤務を続けられなくなる若手医師が存在
する現状を変革する必要があるのは明確です。しかし，現場が混乱しない形で適切
な医療供給体制が維持できるのか，医学研究の衰退につながらないか，教育が疎か
にならないか，など，今後の医療の在り方に大きな影響を与えうる制度の行方は，
当事者の私たちが注視していかなければならないと感じています。
　さて，今月の特集号は，「頭頸部がん診療の Controversy」です。序文で丹生健
一先生が述べられていますが，この 10年の進歩が目覚ましく，知識をアップデー
トしていくことがとても大事です。Controversyという視点で最新の治療の選択肢
を理解することは，とても有用です。頭頸部がん診療に少しでも携わっている先生
方は，ぜひご一読ください。
 （大石直樹）
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